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はじめに

○専修学校の歴史的発展

・専修学校制度創設（昭和51年）

・学習者の多様な学習ニーズ、産業界の多様な人材ニーズに対応

・ゆるやかな設置基準に基づき、産業構造の変化と新たな職業・職種に対応

・高等職業教育機関としての役割

○専修学校の質的整備

・専門士（平成6年）、高度専門士（平成17年）

・教育基本法改正（平成18年） ～「職業」が明記

・学校教育法改正（平成19年） ～学校の「自己点検・自己評価・公表」が義務化

・中教審「キャリア教育・職業教育」答申（平成23年）

～「職業実践的な教育のための新たな枠組みの整備」を提言

・文部科学大臣による「職業実践専門課程」創設（平成２６年）

～新たな枠組みの「先導的試行」
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○新たな高等教育機関の創設へ

・教育再生実行会議『第5次提言』（平成26年7月3日）

～「質の高い職業人を養成する」

～「国は、実践的な職業教育を行う新たな高等教育機関を制度化する」

～「高等教育における職業教育の体系化を確立する」

・新たな高等教育機関創設の必要性

～社会的評価の確立

～学習者の視点、地域産業界の視点

～職業・職業教育に対する国民意識の視点

～国際的評価の視点
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Ⅰ.専修学校制度の概要
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１-１．専修学校制度の概要（制度と規模）
○専修学校は入学資格が異なる3つの課程が存在。
○平成26年度、学校数は約3,200校、在籍者数は約66万人。設置形態別では私立9割以

上。うち専門学校は、学校数2,812校（全体の88％）、在籍者589,104人（全体の89％）。
■目的、課程及び要件

目 的 職業若しくは実際生活に必要な能力を育成し、又は教養の向上を図る。(学校教育法第124条)

課 程
※入学資格

高等課程(高等専修学校)
※中学校卒以上

専門課程(専門学校)
※高校･高等専修学校(3年制)卒以上

一般課程
※限定なし(学歴不問)

要 件
(通学制)

修業年限1年以上、年間授業時数800時間(単位制による学科の年間単位数は、高等・一般課程23単位、専門課程30単位)以上、
常時40人以上の在学生 等

■専門学校の修了者に対する称号等の付与

専門士/大学編入学資格 修業年限2年以上、総授業時数1,700時間(単位制:総単位数62単位)以上等の要件を満たす課程の修了者

高度専門士/大学院入学資格 修業年限4年以上、総授業時数3,400時間(単位制:総単位数124単位)以上等の要件を満たす課程の修了者

■学校数・在籍者数 －①設置者別学校数、在籍者数

設置者区分 総 計 国 立 公 立 私 立 課程区分 高 等 専 門 一 般

学 校 数 3,205
(100.0%)

10
(0.3%)

195
(6.1%)

3,000
(93.6%) 学 校 数 438

(13.8%)
2,812

(87.7%)
178
(5.6)

在籍者数 659,669
(100.0%)

450
(0.1%)

26,261
(3.9%)

632,958
(96.0%) 在籍者数 40,048

(6.0%)
589,104
（89.3%）

30,517
(4.6%)

■学校数・在籍者数 －②分野別・課程別在籍者数

工 業 農 業 医 療 衛 生 教育・社会福祉 商業実務 服飾･家政 文化･教養 合 計

高等課程 5,654
(14.1%)

38
(0.0%)

12,129
(30.3%)

5,883
(14.7%)

1,242
(3.1%)

8,303
(20.7%)

3,205
(8.0%)

3,594
(9.0%)

40,048
(100.0%)

専門課程 76,934
(13.1%)

4,971
(0.8%)

204,332
(34.7%)

75,157
(12.8%)

41,545
(7.1%)

58,262
(9.9%)

15,204
(2.6%)

112,699
(19.1%)

589,104
(100.0%)

一般課程 15
(0.0%)

0
(0.0%)

106
(0.3%)

644
(2.1%)

0
(0.0%)

180
(0.6%)

517
(1.7%)

29,055
(95.2%)

30,517
(100.0%)

合 計 82,603
(12.5%)

5,009
(0.8%)

216,567
(32.8%)

81,684
(12.4%)

42,787
(6.5%)

66,745
(10.1%)

18,926
(2.9%)

145,348
(22.0%)

659, 669
(100.0%)

出典：平成26年度学校基本調査（速報）

出典：平成26年度学校基本調査（速報）
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１ -２．専修学校制度の概要（教育分野）
○専修学校は8つの分野で、社会的ニーズに応じた多様な職業教育を実施（分野・課程別

の在籍者数は前掲参照）。
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２．専門学校の学校数・学生数の推移／学科別割合
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３．専門学校卒業生の産業別の就職状況
○専門学校は、各分野の専門的・技術的な知識及び技術を習得した人材を、様々な産業

界に輩出している。

専門学校

専門学校卒業生の産業別の就職状況（大学、短期大学、高等専門学校、高校との比較）

専門学校
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４ -１ ．時代のニーズにあった人材育成（分野）
○制度発足当初は「服飾・家政系」、平成に入ってからは情報系を中心とした「工業系」、

現在は「医療系」の各分野の在籍者数が多い。

【分
野
別
在
籍
者
数
の
割
合
】

【昭和５３年】

【平成５年】

【平成２５年】

出典：文部科学省「学校基本調査」

工業系 17.1% 農業系 0.1%

医療系 23.8%

衛生系 6.4%教育・社会福祉

系 7.2%

商業実務関係

7.2%

服飾・家政系

28.5%

文化・教養系

9.6%
工業系 13.0%

農業系 0.8%

医療系 34.9%

衛生系

12.8%

教育・社会福祉

系 7.2%

商業実務関係

10.0%

服飾・家政系

2.7%

文化・教養系

18.6%

工業系 27.4%

農業系 0.3%

医療系 20.0%

衛生系 5.3%
教育・社会

福祉系 5.0%

商業実務関係

21.6%

服飾・家政系

5.4%

文化・教養系

15.0%
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35.5%

20.8%

14.5%

45.8%

59.6%

54.0%

18.7%

19.6%

25.0% 6.5%

昭和58年

平成5年

平成25年

１年以上２年未満 ２年以上３年未満 ３年以上４年未満 ４年以上

【専門学校の修業年限別学科数】

【専門学校の修業年限別学科数】

25.2%

8.1%

4.9%

49.9%

69.3%

51.2%

23.6%

20.5%

35.3%

1.3%

2.1%

8.6%

昭和58年

平成5年

平成25年

１年以上２年未満 ２年以上３年未満 ３年以上４年未満 ４年以上

出典：文部科学省「学校基本調査」

○社会が要求する知識、技術等の高度化に対応するために、修業年限が長期化
する傾向。１年制から２年制へ、さらに３年制、４年制学科の増加。

【専門学校の修業年限別学生数】

４ -２．時代のニーズにあった人材育成（修業年限）
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５．社会人のニーズへの対応
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６．専門学校卒業生に占める就職者の割合（全国）
○専門学校卒業者全体の就職率は、雇用情勢の厳しい状況が続く中にあっても、統計を

取り始めて以来、7割を下回ったことがない。

60.1%

55.8%
57.3%

56.9%
55.1%

55.8%
59.7%

63.7%

67.6%

69.9%
68.4%

60.8%
61.6%

63.9%

67.3%

59.1% 56.0% 59.1%

60.3% 59.7%

61.6%

65.0%

67.7%

70.2%

72.0%

69.9%

65.4%

68.2%

70.8%

73.5%

63.0%

59.7%
59.2%

56.0%

53.6% 54.2% 53.8% 53.8% 54.3% 54.2% 53.6%

51.5%

54.3%

57.6% 58.0%

78.4% 78.2% 77.9%
76.7% 77.1% 77.4%

78.3%
79.7% 80.4% 80.9%

77.7%

74.7% 75.4%

77.4%

79.7%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

大学

短期大学

高等専門学校

専門学校

大学
卒業者数(人) 532,436 538,683 545,512 547,711 544,894 548,897 551,016 558,184 559,090 555,690 559,539 541,428 552,358 558,692 558,853 
就職者数(人) 320,119 300,718 312,471 311,495 299,987 306,414 329,125 355,820 377,776 388,480 382,485 329,190 340,217 357,088 375,957 

短期大学
卒業者数(人) 193,190 177,909 156,837 130,597 119,151 112,006 104,621 99,611 92,100 83,900 78,056 71,394 66,871 65,682 62,375 
就職者数(人) 114,194 99,653 92,672 78,779 71,146 69,029 68,035 67,480 64,623 60,414 54,587 46,723 45,587 46,509 45,853 

高等専門
学校

卒業者数(人) 9,836 9,849 9,833 9,780 10,056 10,011 10,061 10,140 10,207 10,160 10,474 10,126 10,155 10,163 10,101 

就職者数(人) 6,195 5,879 5,820 5,479 5,393 5,422 5,415 5,457 5,546 5,502 5,610 5,219 5,519 5,854 5,854 

専門学校
卒業者数(人) 262,247 267,708 264,709 264,537 266,820 276,393 285,708 285,203 278,768 261,116 243,523 222,968 217,888 221,993 222,831 
就職者数(人) 205,471 209,299 206,150 202,899 205,767 214,062 223,722 227,413 224,003 211,279 189,106 166,584 164,185 171,820 177,585 

出典：平成25年度学校基本調査
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７．地域人材の育成に貢献
○卒業後の県内就職率は、大学と比較して高い。

※平成26年度文部科学省専修学校教育振興室調べ（各県の労働局提供資料より作成）
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８．職業実践専門課程について
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